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2020年 9 月15日（火）	 博士学位請求論文の受理、学位審査委員会の設置
2020年 9 月22日（火）	 第 1 回学位審査委員会〈稟議〉（審査日程および本委員会運営方針の確認）
2020年10月17日（土）	 第 2 回学位審査委員会〈稟議〉（論文の評価、問題点の整理）
2020年11月 3 日（火）	 第 3 回学位審査委員会〈テレビ会議〉（問題点についての質疑応答、口述試験）
2020年12月 3 日（木）	 第 4 回学位審査委員会〈稟議〉（論文の最終確認、学位審査報告書の確認）










































































（ 1）　	Hirotaka Nakashima, Gen Horiuchi, Shinji Sakurai (2018) Three-dimensional batted ball in baseball: Effect 
of ball spin on the flight distance. Sports Engineering 21(4): 493-499.（主として第 2章を構成）
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（ 2）　	中島大貴，森下義隆，八木賢太郎，桜井伸二（2020）野球の打撃におけるインパクト時のバット
の上下方向の傾斜が打球の回転に及ぼす影響．バイオメカニクス研究 24：8–18．（主として第 3
章を構成）
（ 3）　	中島大貴，堀内元，山口瑞生，桜井伸二（2020）広角に大きな飛距離の打球を放つための打球特
性．野球科学研究，4：28-36．（主として第 4章を構成）
2 ．最終試験の結果
本論文の内容に関して、2020年11月 3 日にテレビ会議システムを用いて最終試験を実施した。その内容
は、計測に関する方法論や結果の解釈などの本研究の内容にとどまらず、バイオメカニクスおよび一般的
な自然科学の研究についての基本的な知識と理解度、研究に対する論理的な展開能力などについてその学
識と研究能力を確認しようとするものであった。その結果、これらの事項に関し十分な学識と研究能力と
を有していると判定した。
3 ．学力の確認
本論文の提出者は、本研究科博士課程において所定の単位を取得し、かつ本研究科の指導指針にのっと
り、学会誌に筆頭著者として英語論文を含む複数の原著論文を発表していることから、博士の学位を授与
されるに値する学力を有することを確認した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、か
つ論文提出者はその専門分野における充分な学識と研究能力とを有するものであることを確認したので、
博士（体育学）の学位を授与するのに適格であると判定した。
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